
　
　
　
　
　
翻
　
　
　
　
介

こ
の
寺
を
浮
葉
教
の
聖
域
た
ら
し
め
，
春
秋
二
季
の
彼
岸
に
於
け

る
日
銭
概
の
流
行
と
、
男
面
爲
繹
の
如
き
浮
気
教
藝
術
晶
を
池
さ

、
し
め
る
に
立
つ
九
経
路
を
明
に
し
て
み
る
。

　
後
者
は
、
石
山
本
願
寺
創
立
以
前
に
於
け
る
大
阪
の
交
通
路
を

明
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
、
熊
野
街
道
に
証
す
る
考
謹
と
高
津

宮
南
門
大
道
に
汗
す
る
考
讃
と
の
二
部
よ
り
成
り
、
仁
徳
天
皇

の
難
波
高
津
宮
南
門
大
道
が
聖
武
天
皇
の
難
波
京
の
京
中
大
路
と

な
の
更
に
中
世
熊
野
街
道
と
し
て
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
み

る
。
而
し
て
そ
の
根
鐸
と
す
る
と
こ
ろ
文
献
や
古
地
圖
の
記
載
に

あ
る
こ
と
も
と
よ
り
で
あ
る
が
更
に
著
者
の
實
地
踏
査
の
結
果
に

俣
つ
と
こ
ろ
甚
だ
多
く
、
熊
野
街
道
に
於
け
る
一
里
塚
の
配
置
歌

態
と
里
制
の
問
題
の
如
き
興
味
あ
る
新
事
實
に
就
て
敏
へ
ら
れ
る

所
少
く
な
い
。
（
大
阪
湯
川
弘
文
祉
嚢
行
、
各
冊
六
十
銭
）
（
柴
田
）

　　

尢
ﾘ
縮
継
考
高
嶺
績
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
五
月
獲
行

　
曾
て
本
四
縄
張
考
古
國
録
正
編
が
世
に
途
ら
れ
て
蹴
來
十
撒
年

を
経
過
す
る
間
、
今
や
圓
録
初
刊
時
の
一
手
二
百
蝕
黙
は
新
牧
品

を
檜
零
し
て
総
計
三
千
八
百
鮎
に
主
つ
た
。
本
書
は
こ
の
我
國
を

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
　
餓
躍
悶
門
號
　
　
　
八
山
ハ
○

初
め
、
支
那
，
鰍
洲
の
遣
物
の
新
盆
品
の
主
要
な
る
も
の
・
み
を

以
て
岡
版
六
〇
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吾
々
は
近
き
蒋
來
に

於
て
、
本
書
に
つ
黛
く
翌
々
編
の
出
版
を
待
心
す
る
。
（
京
都
帝

國
大
難
文
墨
部
、
非
費
晶
）

　
　
○
本
山
考
古
室
要
銀
　
　
　
　
末
永
　
雅
雄
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
二
月
愚
行

、
故
本
山
松
陰
翁
の
焦
藏
に
か
、
る
本
山
考
古
室
の
目
録
と
し
て

兼
て
又
同
翁
の
思
露
草
と
し
て
臨
版
せ
ら
れ
た
本
書
は
、
嘗
て
出

版
せ
ら
れ
た
司
馬
と
解
論
を
以
て
後
牟
が
な
さ
れ
，
前
牛
は
藏
品

の
目
録
に
用
ひ
ら
れ
て
居
り
、
各
頁
上
段
の
室
白
を
同
頁
の
中
の

目
録
品
名
中
目
立
つ
た
遺
物
の
圖
示
に
費
さ
れ
、
そ
れ
は
こ
の
種

の
目
録
と
し
て
最
初
の
試
で
あ
る
。
本
書
の
特
徴
は
師
ち
こ
Σ
に

存
し
て
み
る
。

、
我
々
は
こ
の
書
の
如
き
親
切
な
目
録
の
出
版
の
多
く
世
に
出
つ

る
事
を
願
ふ
も
の
で
あ
る
。
（
本
山
家
藏
版
、
非
三
品
）
（
以
上
中
村
）

・
人
蕪
鑑
論
　
踊
雛
難

　
一
般
に
通
論
的
著
作
は
多
年
學
間
の
研
究
に
從
漏
し
た
老
大
家
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に
し
て
始
め
て
良
く
す
る
事
を
得
る
が
、
未
だ
而
立
に
も
蓬
せ
ざ

る
畏
友
別
技
學
士
著
は
す
慮
の
本
書
は
人
文
地
理
の
諸
部
門
を
殆

ん
ど
網
羅
し
、
記
述
は
李
易
明
快
に
し
て
然
も
最
近
の
趨
向
を
傳

へ
て
強
憾
な
く
ρ
通
論
と
し
て
随
一
の
名
著
と
云
は
れ
得
べ
き
は

眞
に
驚
異
に
値
し
敬
服
の
他
愚
な
い
。
本
書
が
斯
く
も
完
壁
に
近

づ
き
得
た
原
因
の
牛
は
，
蓋
、
本
書
の
迫
る
麗
石
橋
教
授
の
本
學

に
於
け
る
普
通
畿
義
特
殊
講
義
に
あ
っ
て
，
そ
れ
等
を
組
述
し
號

饗
せ
し
め
ら
れ
更
に
同
博
士
の
校
閲
を
経
ら
れ
た
事
に
餓
せ
ら
る

べ
き
も
、
著
者
の
優
秀
な
る
編
纂
の
能
力
な
く
し
て
は
到
底
こ
れ

ほ
ど
の
成
功
を
牧
め
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
章
を
分
つ
事
九
．
第
一
章
は
入
文
地
理
學
の
嚢
達
を
概
観
し
、

第
二
章
に
自
然
の
影
響
と
人
聞
の
影
響
と
を
総
括
的
に
取
扱
ひ
、

所
謂
地
人
相
比
ゆ
眞
意
を
馨
明
し
、
第
三
章
は
入
種
，
民
族
地
理

で
入
類
の
獲
源
地
，
野
咲
、
艮
族
的
特
徴
と
地
理
的
關
係
、
世
界

に
於
け
る
入
種
民
族
の
分
布
、
．
人
類
の
氣
候
適
癒
を
述
べ
、
第
四

章
入
口
地
理
で
は
人
口
の
分
布
、
密
度
、
檜
減
，
移
民
問
題
等
に
鰯

れ
，
第
五
章
聚
落
地
理
で
は
聚
落
の
種
類
、
獲
生
、
盛
衰
、
形
態

を
論
じ
、
、
第
六
章
食
料
及
び
原
料
生
産
の
地
理
隠
避
考
察
は
農
、

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

林
、
牧
、
水
産
、
鑛
業
等
の
所
謂
生
産
地
理
で
自
然
的
關
係
と
人
丈

野
曝
係
の
爾
面
よ
り
論
述
さ
れ
て
居
る
。
第
七
章
は
主
業
地
理
、

第
八
章
は
交
通
地
理
で
陸
路
、
鐵
滋
，
内
陸
水
路
、
海
路
、
航
室

路
に
亙
っ
て
居
り
、
第
九
章
の
政
治
地
理
は
國
家
の
形
成
、
存
立

と
自
然
的
、
人
文
的
平
担
，
國
家
の
嚢
展
と
自
然
的
人
文
的
關
係

が
考
察
さ
れ
工
み
る
。
冬
章
の
内
容
に
怪
し
て
は
既
に
岡
田
博
士

の
地
理
學
評
論
に
於
け
る
，
藤
田
難
聴
の
地
球
誌
上
に
於
け
る
批

評
が
あ
る
か
ら
，
そ
れ
等
に
譲
り
、
九
“
紹
介
者
の
蜀
望
の
意
を

表
明
す
れ
ば
、
第
三
章
と
第
四
章
の
中
聞
に
歴
史
地
理
の
蝋
章
を

設
け
ら
れ
、
人
類
歴
史
の
展
開
と
地
理
的
關
係
を
概
括
さ
れ
た
な

ら
ば
紗
く
と
も
歴
史
家
に
と
っ
て
は
顔
る
有
学
の
著
書
と
な
っ
た

事
と
思
は
れ
る
。
こ
の
方
面
に
聾
す
る
外
鰐
地
理
只
者
の
勢
作
も

可
成
り
あ
る
檬
で
あ
る
か
ら
，
こ
の
項
目
を
設
け
ら
れ
る
事
は
通

論
の
膿
裁
を
整
へ
る
爲
に
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
尤
も
著

著
は
地
理
學
を
通
論
と
特
論
に
分
ち
、
劇
論
に
は
各
地
の
地
誌
を

蓮
べ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
地
理
は
こ
の
特
論
の
序
論

と
も
云
ふ
べ
き
部
分
に
編
入
す
る
爲
故
に
除
か
れ
た
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
第
…
二
十
｛
谷
　
錐
四
號
．
　
　
入
六
一
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紹
　
　
　
介

　
と
ま
れ
本
書
は
地
理
學
通
論
と
し
て
、
中
陰
の
地
理
教
授
者
に

と
っ
て
は
誤
認
考
書
で
あ
り
、
高
等
営
門
藩
校
の
敏
科
書
と
し
て

又
文
瞼
受
験
者
、
一
般
に
入
文
地
理
學
の
現
献
を
知
ら
ん
と
欲
す

る
人
に
第
一
に
推
薦
せ
ら
る
べ
き
良
書
で
あ
る
。
（
町
版
三
百
八
十

頁
、
定
便
三
圓
三
十
銭
，
地
人
書
館
臨
監
）
（
米
倉
）

　
○
佛
蘭
西
革
命
前
後
　
　
　
　
中
村
善
太
郎
著

　
凡
そ
…
國
に
於
け
る
歴
史
現
象
の
考
察
に
は
何
よ
り
も
志
づ
同

國
の
詳
細
な
る
歴
史
事
象
の
探
究
々
明
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
然
し
若
し
歴
史
研
究
家
に
し
て
其
研
究
勤
象
を
輩
に
當

該
一
國
の
其
の
み
に
終
始
局
限
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
や
其
塵
に

は
三
士
榑
な
る
史
的
智
識
と
強
悪
の
羅
列
の
み
が
残
さ
れ
、
同
歴

史
の
有
す
る
意
義
、
特
質
等
の
認
識
は
不
可
能
で
あ
ら
う
し
、
假
令

其
か
若
干
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
飽
迄
其
は
他
を
知
ら
ざ
る
猫
断

的
自
己
認
識
、
自
己
解
牒
に
留
る
で
あ
ら
う
。
偏
見
固
隈
に
し
て
、

吾
々
歴
史
研
究
家
に
最
も
要
講
さ
る
聡
き
肉
冠
、
意
義
の
俘
は
ざ

る
非
科
霊
的
歴
史
観
は
多
く
是
に
餓
因
す
る
虚
と
思
は
れ
る
。

　
斯
く
て
若
し
歴
史
研
究
者
に
し
て
正
し
く
科
拝
診
た
ら
ん
と
す

る
な
ら
嫁
、
常
に
個
々
の
歴
史
黒
髪
の
探
究
に
依
て
史
的
智
識
を

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
巷
　
櫓耀

l
號
　
　
　
八
六
二

豊
富
に
す
べ
き
は
素
よ
り
、
と
同
時
に
無
界
史
に
謝
す
る
絶
え
ざ

る
閣
心
と
比
較
研
究
に
依
る
歴
史
的
意
義
の
認
識
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
。
　
　
　
’
　
　
　
　
，

　
一
七
八
九
年
勃
遷
し
た
佛
蘭
西
大
革
命
は
所
謂
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革

命
中
最
も
典
型
的
な
る
も
の
と
謂
は
る
。
然
し
吾
々
は
此
よ
り
早

く
既
に
世
界
史
上
、
維
封
王
政
治
下
に
あ
っ
て
諸
種
の
近
代
的
改

革
の
行
は
れ
た
る
事
，
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
清
敏
徒
革
命
を
縄
項

と
す
る
薯
し
く
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
た
る
諸
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の

燧
臥
せ
ら
れ
た
る
事
、
將
叉
脚
本
國
に
自
由
を
要
望
し
て
起
っ
た

北
米
合
衆
國
の
猫
立
、
其
他
等
々
何
れ
も
「
近
代
的
」
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
」
の
名
を
冠
す
べ
き
諸
改
革
、
響
町
革
の
行
は
れ
九
る
を
知

っ
て
み
る
。
而
も
何
故
に
吾
々
は
特
に
か
の
佛
蘭
西
大
革
命
を
最

も
典
型
的
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
言
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。

　
付
随
云
ひ
、
斯
く
佛
蘭
西
革
命
に
其
意
義
，
其
特
製
性
を
認
知

し
得
る
爲
に
は
、
よ
し
如
何
に
其
が
心
行
く
罵
り
詳
細
を
極
め
や

う
と
も
、
佛
蘭
西
革
命
の
研
究
没
頭
の
み
に
依
て
は
決
し
て
充
分

で
は
な
い
。
其
爲
に
は
常
に
世
界
史
上
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
「
近
代

的
」
改
革
、
攣
革
と
興
せ
ら
る
』
諸
歴
史
事
象
へ
の
維
え
ざ
る
關
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